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Abstract
It's been reported that the post-impact velocity of ball hit by metal bat higher than that hit
by wooden bat. The post-impact velocity of the ball is determined by the coefficient of restitu-
tion and pre-impact momentum of the bat.
In this study, the coefficient of restitution of bat and ball and pre-impact momentum of the
bat are measured. The results are foollows,
1) Coefficient of restitution of metal bat are slightly higher than that of wooden bat. And
the range which the coefficient of restitution is relatively high is more wide in metal bat.
2) The pre-impact velocity of wooden bat is greater than that of metal bat. But momentum
is slightly lesser.
3) The post-impact velocity of the ball was calculated using the laboratory data. The re-
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質量 長 さ 慣性 モーメ ン ト 重 心の位置
〔k g〕 〔m 〕 〔k g m 2〕 〔m 〕
木 製 バ ッ ト 0 .854 0.860 0 .0434 0 .475
金属性 バ ッ ト
(試合専用 )
金属性 バ ッ ト





































































































木 製 バ ッ ト 金 属 製 バ ッ ト
並 進 速 度 回 転 角 速 度 並 進 速 度 回転 角 速 度
〔m ′sec .〕 〔Ta d ′sec.〕 〔m ′sec.〕 〔Ta d′se c.〕
S . I 22.8 32 .9 21 .9 32 .0
Y . U 19.0 39 .0 16 .4 37.5
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図6.木製バットと金属性バットの打球の初速度の比較
スピードは実験で測定したものとして,イン
パクト直前のボールの速度を30m/sec.とし
た。グラフの横軸はグリップエンドからポー
ルが衝突した位置までの置概に換算してある。
グリップエンドから57-62cmの位置でポー
ルを打つとき,木製バットの方が金属製バッ
トよりも打球を飛ばせ,その範囲外で打つと
き,金属製バットの方が飛ばせることになる。
57-62cmの範囲内でポールを打ったときの
打球の初速度の差は0.5%程度であった。
ただし,金属製バットでは反発係数の回帰
バットの違いによる打球の飛びの研究 193
曲線の頂点は,原データの平均よりかなり小さかった(3.1節)ので,求めた平均値で反発係
数を置き換えると,グリップから60cmの位置で48.3m/sec.となり,木製バットの打球
46.9m/sec.よりも3.0%速くなる。
-7)
Bryantは,大学野球の選手のラインドライブの打球の初速度を測定し,木製バットで
39.64m/sec,金属性バットで昼40.36m/sec.であったことを報告しているO
それぞれ本研究の計算で得られた値よりも小さい値となっている。この差は,本研究でバッ
トとポールの反発係数を測定した際のボールとバットの衝突前の相対速度は約20m/sec.であ
り,実際の打撃場面での約70m/sec.に及ばなかったことが原因と考えられる。反発係数は一
般に,衝突速度が大きくなると低下するからである。衝突速度の増加に伴い,木製バットや金
属性バットの反発係数がどのような変化をするか,さらに調査が必要である。
4.まとめ
本研究では,木製バットと金属性バットを用いて打撃をするときに,打球の初速度に差につ
いて調査した。
反発係数は,最大値では金属性バットの方が4.7%大きかった。.反発係数の相対的に高い位
置も金属性バットの方が広い傾向があったG
スイングをしたときのバットの重心に関する並進速度,回転速度は木製バットの方が大きかっ
たが,運動量については金属性バットの方が1%程度大きくなっていた。
打球の初速度を,反発係数とバットの運動量から計算すると,金属性バットの方が3.0%速
い打球を打てる可能性があった。
金属性バットの方が打球を遠くまで飛ばせる打球範囲が広い。
試合専用金属性バットは童心に関する慣性モーメントを大きくして,打球をより飛ばそうと
する工夫がみられる。しかし,そのため重心付近の剛性が弱く,試合専用金属性バットは重心
付近で割れるのではないかと思われた。
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